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成 27 年 1 月 26 日～平成 27 年 2 月 28 日である。 
 
表 1「調査対象の内訳」 
 国立 公立 私立 合計 
小学校 1 校 131 校 0 校 132 校 
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郡の学校を指す。総数 58 校。以下，「東部」と記す）では 24 校，鳥取県中部地区（所在地が倉吉市，
東伯郡の学校を指す。総数 27 校。以下，「中部」と記す）では 10 校，鳥取県西部地区（所在地が米
子市，境港市，西伯郡，日野郡の学校を指す。総数 47 校。以下，「西部」と記す）では 21 校であっ
た。中学校では，東部（総数 25 校）では 11 校，中部（総数 13 校）では 5 校，西部（総数 25 校）




 東部 中部 西部 全体 
小学校 
回答数 24 10 21 55
回収率 41.4％ 37.0％ 44.7％ 41.7％
中学校 
回答数 11 5 14 30
回収率 44.0％ 38.5％ 56％ 47.6％
（※百分率は、小数点第二位以下を四捨五入し切り捨てて示している。以下同じ。） 
 
























を感じます。 ／・郷土教育との結び付き，総合的学習との結びつきに広がりが出ると思うから。 ／・地域に有名な作家がおられる(辻晋堂)。 
・本校では，地域の教材化（地域の自然・歴史・文化等）を図り，研究を全校体制で推進しているから。 
・身近にすてきな素材があるのに生かさないのはもったいないと思うから。 ／・もっと子どもたちに地域素材のすばらしさにふれてほしいと思うから。 
・子どもたちの学習に効果的であり，地域を知ることにもなる。  ／・地域資源の中に美術活動に生かせる題材がたくさんあると思うから。 
・学校教育には地域の方の協力が必要です。美術活動にも地域資源を取り入れることができれば技能面だけでなくコミュニケーション力，地域を好きになる



























まう。 ／・他に優先的な指導上の課題があるから。(例:基ソ的・基本的な知識・技能，学習への関心・意欲・態度)。  
・活用して児童が意欲的に取り組めたらそれにこしたことはないが，現在「必要性」にかられているわけではないから。 
・年間計画にそのような単元を組みこんでいないから。また，教育課程の伝達でも「地域資源を…」を学校として進んで取り組むように指示されていないか
ら。また，教師が鳥取県の地域資源をどう活用しているか十分に知らないから。 ／・教科書を主にしたいから。 ／・時間的に難しい。 
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「0回」が 17 校（30.9％），「10 数回程度」が 4校（7.3％），「20 数
回程度か，それ以上」が 0 校（0.0％）という結果であった。また，
















・板祐生さん 多色刷り孔版画 ／・彫刻家入江甲氏の作品の展示 ／・県立博物館で，作品の解説を聞いたことはある。 ／・絵画，墨絵 
・濱田台児…小学校(濱田台児出身校)の緞帳をもとに鑑賞，デザインの学習を行った。 ／・前田直衛顕彰会による児童共同制作やスケッチ講習会 
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・鑑賞としてならば ／・若桜たくみの館で鑑賞および工作体験 ／・文化財ではないが，学校周辺の神社・仏閣等 
・神社 ／・米子市立美術館の見学 ／・学校近隣の寺社のスケッチ ／・久松公園，仁風閣 ／・校区内の神社の写生 
・古民家 神社お寺の絵 ／・麒麟獅子，神社仏閣 ／・国府町宇倍神社の風景画。用瀬町ながしびなの館の風景画。 
・投入堂。豊乗寺の絹本着色晋賢菩薩像(レプリカで)。住職が保護者だったので話を聞かせてもらった。 ／・仁風閣，神社 
【鳥取で産出・製造されている造形素材】 
・建築材(廃材)からの造形 ／・鳥取杉の廃材をつかい，木工作品を作った ／・わらや和紙を使った表現活動 
・境港市には木材加工をする工場が集まった木工団地があり，そこで出た廃木材を利用した木工作品の制作(題材名：くぎうちトントン) 
・題材は覚えていませんが，和紙を使って作品を作りました ／・和紙，かずら ／・巣箱作り 
【鳥取で独自に根付いている造形技法】 
・因州和紙の紙すき体験に参加(親子会を兼ねて)，正月飾り作り，折り紙(和紙)でコサージュづくり(6年生への卒業の花作りとして 4，5年に) 
・中部地区は版画 ／・たたら製鉄，一色飾り ／・版画 
【鳥取県下の伝統工芸】 
・法勝寺一式飾り ／・焼きもの ／・青谷の和紙をつかい，ちぎり絵 ／・鹿野の布ぞうり，酒津のトンドウ(3年の総合) 
・紙すき，和紙を使っての造形活動 ／・青谷に行って和紙作りを見学したあと自分たちでも和紙を作ってみる 
・焼き物 ／・陶芸 ／・まげわっぱ。かずらあみ。たちごま。かざりごま。紙すき etc 
【鳥取県下の美術・デザイン系産業（映像メディア関係等も含む）】 
・和太鼓づくり ／・陶芸 ／・植田正治写真美術館ワークショップ参加 
【鳥取県下の芸術支援団体およびその活動】 
・鳥取大学の教授をまねいての造形活動 ／・鳥の劇場…鑑賞 ／・鳥の劇場など ／・貝殻節の団体 ／・きりん獅子舞 
・学習発表会後の講師を招いての活動(写真・ゴスペル・ダンス) 
【その他】 
・牧谷のかきつばた群落，田後魚港の魚般等の写生，風景画 ／・鳥取の自然 大山，日本海などの風景等 ／・桃作り 

































会科等と関連させて)  ／・作家ご本人に，作品の印象，好きな理由等を子供が発表し，その後，ご本人にコメントや作品の思いをお聞きしたこと。 
・地域の方と，布ゾウリや正月飾り(わらをあむ)などを体験。自分の指と自然素材で物が作れることに子ども達がとても喜んでいた。達成感もあったのかも







・5年生の森林をテーマにした学習。図工だけでなく，社会，総合，家庭科などと合科で。Ex. まげわっぱ→図：製作 社：第一次産業 総：販売ルートの聞
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たところ，「数回程度」が 19 校（76.0％）と最も多く，続いて「10 回
程度」が 4校（16.0％），「0 回」が 4校（8.0％），「20 数回程度か，そ
















・県博から借りた前田寛治のパズルや自作資料など。倉吉博物館（桑野博利展２０１３）。 ／・鑑賞。水墨画(文字も含む)  ／・版画(板ゆうせい) 
・前田寛治の作品による鑑賞の授業 ／・県博所蔵の作品コピー。油絵、写真等。博学連携。 ／・辻晋堂，山本兼文 ／・辻さんの鑑賞の授業 
・地元美術館・博物館・公民館で行われる展覧会鑑賞 ／・旧船岡町(現八頭町)出身の橋本興家氏(版画)の作品等 















72 地　域　学　論　集　　第 13 巻　　第 １ 号（2016）地域学論集 第 13 巻 第 1 号(2016) 
図 9「実践の協力者の状況（中学校）」 
図 10「実践の学習活動の内容（中学校）」 
・青谷の和紙【鳥取で独自に根付いている造形技法】 ／・一式飾り(法勝寺) ／・竹細工 
【鳥取県下の伝統工芸】 
・校区の陶芸作家の指導のもと，陶芸作品作品づくり ／・すげ笠づくり ／・牛ノ戸焼 









・米子市に伝わる話をもとに絵本の製作 ／・地域の特産物のパッケージデザイン ／・県博の学芸員とのワークショップ(H25 年度実施) 
・境港では，交歓写生会で公共マリーナ周辺の風景画を市内の美術部員が集まって写生会を行っている。西部地区では，鳥取花回廊で美術部員が集まって
交歓美術教室を行っている。 ／・夏休みや，冬休みの課題として美術館へ行って作品をみる鑑賞は毎年行っている。 
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Ⅳ．学校関係者への聞き取り調査の結果 
平成 27 年 5 月 21 日に鳥取県小学校教育研究会図画工作部会の役員の先生方（以下，「図工部会」



































 OECD が 2013 年に行った，中学校及び中等教育学校に所属する教員を対象とした学習環境，勤務
環境に関する調査によると，我が国の教員の勤務時間は調査参加国のなかで最長という結果であっ
た（一般的な事務業務や，課外活動の指導に割かれる時間が極めて多い）7。本研究は，小学校の教
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 平成 26 年度に行ったアンケート調査にご協力いただいた鳥取県下の小・中学校の先生方，平成
27 年度に行った聞き取り調査にご協力いただいた鳥取県小学校教育研究会図画工作部会及び鳥取
県中学校教育研究会美術部会の役員の先生方におかれましては，心より御礼を申し上げます。 
また，平成 26 年度「地域資源を活用した美術活動による教員研修の実践研究」及び平成 27 年度
「鳥取の美術文化に関する地域資源を活用した教材開発の実践的研究」は，鳥取大学地域学部附属
芸術文化センター准教授の筒井宏樹先生，鳥取県立博物館美術振興課主幹学芸員の三浦努先生，鳥






1  当該研究事業の全体的な概要は，右記の冊子に掲載されている。鳥取大学 地（知）の拠点整備推進室[COC
整備推進室]編集（2015）『文部科学省「地（知）の拠点整備事業」（平成 25 年度採択）―知の発展的循環プ
ロセスの構築による地域拠点整備事業― 地域志向教育研究事業 平成 26 年度 成果報告書』pp.58-59 
2  集計結果は冊子としてまとめ，武田信吾（2016）『小・中学校対象「鳥取の地域資源を活用した美術活動」に
関するアンケート調査 集計結果』pp.1-36 として発行した。当該冊子は，平成 26 年度末に県下の全小・中学
校に配布し，情報が学校現場と共有化できるようにした。 





5  紙幅の都合上，教員研修についての質問については，本稿で扱わないこととした。詳しくは，前掲書 pp.23-24
を参照のこと。 
6  中学校からいただいた回答の内，美術科教員が他校と兼務の為，回答を控える旨が記されたものが 1 通あっ
た。この 1 通は，集計結果として回答数には含め，以降の設問は無回答であるため含めなかった。 
7  国立教育政策研究所編集（2014）『教員環境の国際比較－OECD 国際教員指導環境調査(TALIS) 2013 年調査結
果報告書－』明石書店 pp.174-175 
8  文部科学省ホームページ http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/kaisai/1369685.htm より（最終閲
覧は平成 28 年 6 月 8 日） 
9 勝野頼彦（研究代表者）（2014）『平成 25 年度 プロジェクト研究調査研究報告書 教育課程の編成に関する基
礎的研究 報告書７ 資質や能力の包括的育成に向けた教育課程の基準の原理［改訂版］』国立教育政策研究所
pp.38-39 
（2016年 6月 3日受付，2016年 6月 23日受理）
